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 2014 年 2 月

個の生存のための闘いが
始まる

　   劇団態変 30 周年 第 60 回公演

Over the Rainbow 
　　- 虹の彼方に

3 月 21 日（金・祝）18:30

3 月 22 日（土）13:30 ／ 18:30 

3 月 23 日（日）13:30   
　★ 23 日公演終了後はアフタートーク ( 金滿里×倉田めば )

会場　 ABC ホール　（大阪市福島区）

　　↑詳しい行き方は裏表紙をご覧ください！

身体の奥底に蠢く生命の叫びをあらわにする、態変の抽象身体表現。
極から極を疾走するような、生のジャズ音楽が呼応する。
舞台は廃棄所と化した地球。異星から棄てられた孤独な悪ガキたちが、
野生の本能を取り戻し、新たな繋がりを見つけていく。
それは、混沌の中にあり、混沌をこそ糧とし生きていく勇気を手に入れるための闘い。

闘うのは、あなた

身体と生ジャズバンドの即興セッション！
　

前売り　一般 3,500 円　　　　学生 2,500 円　
　　　　シルバー 3,000 円　　障害者介助者ペア 6,000 円
当日	 4,000 円

チケット取り扱い◎劇団態変	
TEL /FAX	 06-6320-0344　	
E-mail	 　　　　taihen.japan@gmail.com	
HP	 　　　　http://www.ne.jp/asahi/imaju/taihen/
　

　『Over the Rainbow - 虹の彼方に』
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何
も
無
く
な
る
、
こ
と
は
美
し
い
こ
と
、
だ
と
思
う
。

　
物
が
溢
れ
た
、
近
代
国
家
の
縮
図
の
よ
う
な
、
こ
の
日
本
で

　
無
い
、
こ
と
や
、
失
う
、
こ
と
へ
の
不
安
・
焦
り
は
図
り
知
れ
ず
、
そ
ん
な
と
き
に
誰
し
も
が
物
質
文
明

に
浸
り
き
っ
て
い
る
こ
と
を
、
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

　
そ
れ
は
、
自
然
の
一
部
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
た
人
類
が
、
自
ら
作
り
出
し
た
文
明
へ
、
放
射
能
と
い
う

人
智
の
及
ば
ぬ
危
険
物
質
を
掘
り
起
こ
し
投
げ
込
み
、
傲
慢
な
姿
と
し
て
、
自
然
界
も
支
配
下
に
、
君
臨
し

て
い
る
と
い
っ
た
錯
覚
。
そ
し
て
、
一
触
即
発
で
地
球
の
自
然
を
崩
壊
さ
せ
て
し
ま
う
現
代
人
の
抱
え
る
大

罪
が
、
誰
の
肩
に
も
か
か
っ
て
い
る
、
こ
と
が
大
本
に
あ
る
の
だ
。

　
実
際
は
、
自
然
は
宇
宙
に
含
ま
れ
、
人
類
も
文
明
も
そ
の
ほ
ん
の
一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い
の
に
。

　
そ
ん
な
、
人
類
無
き
あ
と
の
お
話
、
を
「
ゴ
ミ
」
と
し
て
処
分
さ
れ
る
異
星
宇
宙
人
の
目
か
ら
、
描
い
て

み
た
い
と
思
っ
た
。

　
勿
論
こ
れ
は
人
間
を
、
欠
陥
や
不
具
合
を
起
こ
す
か
起
こ
さ
な
い
か
で
見
る
、
単
な
る
部
品
と
し
て
人
間

の
物
（
も
の
）
化
が
進
む
現
代
社
会
の
比
喩
と
し
て
、
宇
宙
人
に
登
場
ね
が
う
。

　
何
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ン
プ
ル
だ
。

　
自
ず
と
そ
れ
は
、
原
始
的
な
生
き
残
る
た
め
の
闘
い
と
し
て
の
生
き
方
、
と
い
う
こ
と
。

　
そ
れ
は
、
現
代
人
の
管
理
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
、
は
通
用
し
な
い
。

　
生
き
合
う
た
め
の
共
生
だ
と
い
う
こ
と
。

　
何
よ
り
も
、
サ
バ
イ
バ
ル
精
神
で
清
々
し
い
、
と
い
う
こ
と
。

　
若
者
層
に
、
今
回
特
に
、
届
け
た
い
作
品
だ
。

　
浮
遊
せ
ず
地
に
足
を
つ
け
る
、
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
そ
れ
は
、
こ
の
閉
塞
し
た
隔
離
社
会
に
風
穴
を
空
け
る
、
こ
と
抜
き
に
は
見
え
な
い
虹
を
追
い
求
め
る
勇

気
だ
。

　　
ゴ
ミ
だ
か
ら
こ
そ
、
良
か
っ
た
し
助
か
っ
た
！

　
そ
し
て
、
自
然
に
帰
っ
て
行
く
こ
と
に
感
謝
、
で
あ
る
！
　
　
　
　
　
二
〇
一
四
年 

二
月
八
日   

金
滿
里

　

　
　
　
来
る
べ
き
未
来
へ
、
乾
杯
！                                                                                            

『Over the Rainbow - 虹の彼方に』
山本公成氏率いるジャズ生バンドとの即興セッションが、大きな見所のひとつ。
今作にかける思いをお聞きしました
　 信藤真実　

十代の頃よりドラマーとして音楽活動を始め、

1995 年よりパーカッショニストとして天空

オーケストラに参加。数々のフェスティバルや

ライブ、クラブイベントやお祭り、神社仏閣や

平和集会など型にはまらない演奏活動を展開し

ている。

中島直樹

コントラバスの音に魅了され、独学に

て音の追求に始まり、より生きた音を

求め、現在様々な演奏家、ダンサー、

詩人等と、主に即興演奏を通じて交流

し活動中。

山本公成

ソプラノサックス、フルート、磐笛、ネイティ

ブアメリ カンフルート、リトアニアンフレーテ、

民俗笛、創作倍音笛の奏者にして作曲家。1968

年のデビュー以来、即興音楽のパイオニア的存

在として活躍。ジャズアーティストのみならず、

雅楽、文楽、 映像アーティスト、画家など、様々

なジャンルのアーティストと共演している。

←　←　←
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           （

１
月

２２
日　

態
変
事
務
所
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）　　
　
　
　

司
会　

今
回
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
虹
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
何
を
最

初
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
し
た
か
。

信
藤　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ウ
ォ
リ
ヤ
ー
ズ
（
虹
の
戦
士
）」
と
い
う
歌
が

あ
る
ん
で
す
。
地
球
が
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
て
、
絶
対
絶
命

に
な
っ
た
時
に
世
界
中
か
ら
虹
の
戦
士
た
ち
が
現
れ
て
、
地
球
を
救
う
、

と
い
う
伝
説
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
あ
っ
て
。

公
成　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ウ
ォ
リ
ヤ
ー
ズ
」
と
い
え
ば
デ
イ
ブ
・
グ
ッ

ド
マ
ン
、
彼
は
セ
ッ
ク
ス
ピ
ス
ト
ル
ズ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
、
非

常
に
破
壊
的
な
パ
ン
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
作
っ
た
の
ね
。
彼
は
、

１
９
９
２
年
、
僕
が
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
最
初
に

参
加
し
た
時
、
グ
リ
ー
ン
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
を
仕
切
っ
て
い
た
。
も
う

今
は
パ
ン
ク
で
は
な
い
ぞ
、
も
っ
と
調
和
的
な
事
を
求
め
な
あ
か
ん
、

と
。
僕
は
自
転
車
発
電
ラ
イ
ブ
を
や
っ
た
ん
や
け
ど
、
そ
の
師
匠
。
僕

自
身
、
影
響
を
受
け
て
い
る
し
、
信
藤
も
…

信
藤　

僕
は
パ
ン
ク
が
好
き
で
楽
器
を
始
め
た
ん
で
す
け
ど
、
ハ
ー
ド

コ
ア
パ
ン
ク
過
ぎ
て
行
き
詰
ま
っ
て
、「
俺
の

１０
代
暗
い
な
あ
…
」
と

な
っ
て
い
た
。
そ
の
時
に
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
て
。

グ
リ
ー
ン
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ 

（
小
型
の
風
力
発
電
、
自
転
車
発
電
、
太

陽
光
発
電
の
み
を
使
っ
て
演
奏
・
Ｄ
Ｊ
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
）、
核
や

石
油
じ
ゃ
な
く
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
人
力
の
方
が
未
来
あ
か
る
い
ん
と

ち
が
う
？　

こ
れ
を 

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
音
楽
や
り
た
い
、
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
外
で
お
祭
り
を
や
っ
て
い
た
ら
、
三
方
向
に
虹
が
出
た
事
が
あ

る
。「
虹
の
祭
り
」
を
や
っ
て
た
時
に
も
、大
々
的
に
虹
が
出
た
り
し
て
。

そ
れ
で
、
虹
は
、
な
ん
か
「
い
け
て
る
よ
！
」
と
か
、「
あ
ん
た
ら
OK
！
」

の
サ
イ
ン
み
た
い
な
感
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

司
会　

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
い
ろ
ん
な
土
地
か
ら
情
報
を
得
て
、
ま
た

そ
れ
を
音
楽
に
乗
せ
て
よ
そ
の
土
地
に
伝
え
て
い
く
、
と
い
っ
た
役
割

を
担
っ
て
い
る
み
た
い
…

信
藤　

や
は
り
、
民
族
音
楽
、
楽
器
か
ら
入
り
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア

メ
リ
カ
ン
と
か
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
と
か
。

公
成　

僕
は
今
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
か
。

信
藤　

気
が
付
け
ば
、
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
…
ア
ジ
ア
の
、
蒙
古
斑
が
付

い
て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る
、
太
平
洋
の
周
り
、（
手
で
く
る
く
る

と
円
を
描
く
）
こ
の
あ
た
り
が
、
つ
な
が
っ
て
く
る
…

公
成　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
、北
の
方
の
ラ
ッ
プ
人
も
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
。

日
本
の
北
の
方
の
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
も
。
彼
ら
は
ア
イ
ヌ
の
系
統
や

け
れ
ど
、布
の
織
り
方
と
か
、ち
ょ
っ
と
違
う
。
そ
れ
を
辿
っ
て
い
っ

た
ら
、
シ
ベ
リ
ア
の
北
の
方
に
も
同
じ
系
統
の
縦
横
模
様
の
布
が
あ

る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
北
の
方
に
い
っ
た
ら
「
カ
ン
テ
レ
」
と
い
う

楽
器
が
あ
っ
て
、
あ
れ
は
ア
イ
ヌ
の
「
ト
ン
コ
リ
」
と
同
じ
。
木
の

箱
に
、
羊
の
腸
の
弦
や
、
馬
の
尻
尾
の
弦
を
張
っ
た
も
の
。
今
は
鉄

弦
に
な
っ
て
い
る
ん
や
け
ど
、そ
れ
が
バ
ル
ト
海
周
辺
に
あ
る「
コ
ッ

ク
レ
ス
」「
カ
ン
ク
レ
ス
」
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
。
こ
れ
も
ア
イ

ヌ
の
「
ト
ン
コ
リ
」
と
同
じ
ル
ー
ツ
を
辿
れ
る
。

司
会　

音
楽
と
い
う
の
は
、
決
ま
っ
た
形
を
し
て
な
い
ん
で
す
ね
。

公
成　

音
楽
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
文
化
、
歴
史
…　

例
え
ば
笛
に

は
、
作
っ
た
人
と
そ
の
歴
史
、
そ
の
人
た
ち
の
崇
め
て
い
た
精
霊
と

の
出
会
い
が
、
吹
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ぶ
わ
っ
、
と
く
る
。
息
が
そ

の
中
に
こ
も
っ
て
い
る
。
そ
う
や
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
…

　
　
　
　
　
　
　

金　

今
度
、
公
演
の
舞
台
で
、
生
で
演
奏
す
る
。
ジ
ャ
ズ
っ
て
い
う

も
の
で
、
態
変
の
身
体
の
う
ご
め
き
と
。
こ
の
う
ご
め
き
は
、
実
際

見
て
い
て
も
逃
す
の
で
す
よ
ね
、普
通
の
人
が
普
通
に
見
て
い
て
も
、

「
こ
こ
」
っ
て
い
う
の
は
気
付
か
な
い
。
そ
れ
を
構
成
し
て
作
品
に

し
て
い
る
の
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
て
大
変
や
な
、
未
知
な
る
物
へ

の
挑
戦
や
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
の
稽
古
で
出
し
て
い
た

音
と
い
う
の
は
、
本
質
的
な
意
味
で
の
、
ジ
ャ
ズ
や
っ
た
。
混
沌
と

し
て
言
葉
に
な
ら
な
い
、
一
番
の
し
こ
り
。
で
も
何
か
ぶ
つ
け
て
や

る
、と
い
う
よ
う
な
、ジ
ャ
ン
ル
分
け
さ
れ
な
い
も
の
。
そ
れ
を
ジ
ャ

ズ
や
、
と
表
現
し
て
い
る
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
と
い
う
と
、
心
地
よ
い
も

の
と
か
癒
し
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
な
も
の
も
求
め
ら
れ
る
が
、
敢

え
て
そ
う
い
う
の
と
は
違
う
ぎ
り
ぎ
り
に
き
つ
い
も
の
を
、
凝
視
、

や
ら
し
て
や
る
、
と
い
う
感
覚
は
一
番
大
事
な
気
が
し
ま
す
。

公
成　

今
回
の
シ
ナ
リ
オ
読
ん
だ
ら
、
も
う
ス
ゴ
い
事
書
い
て
あ
る

と
思
っ
た
。
今
、
僕
ら
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
は
ひ
ど
い
状
況
で
、

こ
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
閉
塞
感
、
こ
の
現
実
を
ど
う
す
る
の
か
、

と
い
う
時
に
、
も
う
こ
う
で
し
か
な
い
、
こ
れ
を
、
死
ぬ
気
で
や
ら

な
あ
か
ん
、
と
。
そ
の
、
ぎ
り
ぎ
り
の
音
の
取
り
出
し
方
、
そ
れ
が

こ
の
前
の
稽
古
み
た
い
な
表
現
の
仕
方
を
や
る
。
緊
張
と
緩
和
、
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
ピ
ー
ク
の
き
つ
い
も
の
ば
か
り
や
っ
て
も
強

調
さ
れ
な
い
。
そ
れ
を
際
立
た
せ
る
表
現
の
仕
方
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
あ
る
と
思
う
。

信
藤　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
何
個
か
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
中
に

ジ
ャ
ズ
ワ
ー
ル
ド
、
と
い
う
く
く
り
が
あ
っ
て
。
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ズ

の
大
御
所
も
で
る
し
、
民
族
音
楽
な
ん
か
も
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
幅

が
広
い
。
自
分
ら
が
や
っ
て
い
る
音
楽
も
、
そ
の
く
く
り
に
出
さ
せ

て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
な
ん
か
な
、
と
思
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
ジ
ャ
ズ
、
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
、
新
し
い
も
の
で
す
よ
ね
。

今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
、
体
感
し
た
事
の
な
い
、
や
っ
て
い
る

う
ち
に
世
界
が
開
い
て
く
る
…
。
今
回
は
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
の
人
と
、

サ
ッ
ク
ス
と
。
な
ん
か
ち
ょ
っ
と
違
う
世
界
。
い
わ
ゆ
る
民
族
音
楽

で
も
な
い
。

公
成　

ま
さ
に
ま
ぜ
こ
ぜ
の
、
ね
。
扉
開
い
て
、
こ
う
、
開
け
た
ら
、

ブ
ア
ー
ー
ー
ッ
と
、「
虹
ー
ー
ー
！
！
」
み
た
い
な
。

一
同　

そ
れ
そ
れ
そ
れ
！
（
盛
り
上
が
っ
て
、
話
は
続
く
）

　
　

こ
の
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
中
島
さ
ん
は
…

　
「
コ
ン
ト
ラ
バ
ス(

ベ
ー
ス
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
、
ダ
ブ
ル
ベ
ー

ス
等
、
い
ろ
い
ろ
名
称
が
あ
り
ま
す)

を
使
っ
て
、
生
き
た
音(

僕

に
と
っ
て
は
心
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
響
く
音)

を
出
す
為
に
日
々
精

進
。
僕
の
場
合
、
字
の
如
く
「
生
音
」
で
な
け
れ
ば
難
し
く
、
普

段
は
極
力
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
音
作
り
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。

　

楽
器
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
、
音
質
や
弾
い
た
時
の
感
触
な
ど
、

好
み
で
羊
の
腸
で
で
き
た
弦(

ガ
ッ
ト
弦)

を
使
用
し
て
い
る
の

で
、
弓
で
弾
く
時
の
、
馬
の
し
っ
ぽ
と
擦
れ
合
う
音
な
ど
、
動
物

的
な
音
、
獣
の
よ
う
な
緊
張
感
の
あ
る
音
を
出
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。」
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池内靖子（立命館大学教員）　　       　　　　　　　　　　

　金満里・劇団態変の身体表現

―生きることが孕む余剰的でエロスに満ちた世界―
　金満里は障害者の身体を、「アンチ」ではなく、「違う形
として完全に在るもの」と言い切る。目からウロコが落ちる。
金はまた、芸術について、「もっともっと可能性っていうも
のが、はっきりせえへんものの中に、ある」と言う。白黒
や○×と効率的に分類し価値づけるのではなく、「はっきり
せえへんものの中」で遊んでみればいい。生きることが孕
む余剰的でエロスに満ちた世界に触れる。
　劇団態変の身体表現は、近代国民国家の「優生思想」に
侵された身体概念を解体し、身体をこれまでにない新しい
とらえ方で舞台上に創造してきた。身体の再生と言ってよ
い。かれらが創り出す世界の中で、わたしたちは未知のわ
たしやあなたと出会うことができる。

上野千鶴子（社会学者）　　　　　　　　　　　　　　　　

身体を意思に従わせるのか、意思を身体に従わせるのか？
随意であることと不随意であることの境界が溶けてゆく。
何が「美しい」のか、何が「自由」なのか、何が「快楽」なのか ... 劇
団態変のパフォーマンスを見ると、自己と身体との関係につ
いて、根源的な疑問が次々に浮かび上がる。ことばのほんら
いの意味で、真にラディカル（根源的）な実践だ。

ウォン・ウィンツァン（音楽家・ピアニスト）　　　    　　　

　劇団態変とのお付き合いは、もう２０年以上にも前になる。
でも、本格的な出会いがあったと感じる体験は昨年２月に行
われた「MIZUSUMASHI」にゲネプロも含めて全６回の公演
をガチで付き合ったことだろう。ダンサーたちと、ここまで
濃密で、ディープに関わった体験は、私の音楽人生で初めて
かもしれない。ダンサーたちも私も、それこそ命がけの公演
をやり遂げた。その掛け替えの無い時間と場所を共有したこ
とは、言うなれば「戦友」とでも言えるような繋がり感がある。
　公演中の私の演奏は録音され、ライブ CD「MIZUSUMASHI」
としてリリースされた。その時の息づきがそのまま刻印され
ている。ぜひ聴いてほしい。

大野慶人（大野一雄舞踏研究所代表・舞踏家）　　　　　　　　

　私は金満里と劇団態変の舞台は設立して間もなくから観てい

ます。作品・舞台から、人間の真からの喜怒哀楽を学びました。

金満里さんには輝く太陽を感じます。強く、一生懸命生きなさ

い、と励まされます。ぜひ多くの方々に観ていただきたいと、

心から願っています。

キタモトマサヤ（遊劇体主宰・演出家）

　良い芝居を観せられたら悔しい。悔しくてウラヤマシくて

嫉妬する。そしてちょっとあこがれる。でも、チキショーっ
て思ってる。負けるもんかと思う。それは私も舞台芸術の創
造を生きるための糧（生活のための、じゃない）としている
からだろう。　

高賛侑 ( コウ • チャニュウ )（ノンフィクション作家）　　

　唖然、呆然、愕然‥‥1983 年６月、京大西部講堂で上演

されたあの旗揚げ公演「色は臭へど」をナマで観たときの心
境だ。当時、私も民衆演劇の脚本・演出を随分行っていたが、
重度身体障がい者による演劇の出現は想像を絶するものだっ
た。
　「役者」が舞台でころがり、踊り、バナナを食う。ただそれ
だけの「演技」が一般人間社会の営みを異化し、観客に迫る。
しかも一見重苦しい前衛劇風でありながら、あっけらかんと
した演出で爆笑を誘う。
　「態変」がやらかした「大変」な挑戦は必ず演劇界に激震を
もたらすだろうと予感したが、事実は私の予想をはるかに超
えた。身障者演劇を芸術に昇華させた金満里演出は国際舞台
にまで衝撃を与えた。あくなき挑戦のさらなる飛躍を期待し
たい。

小暮宣雄（京都橘大学現代ビジネス学部教授）　　　　　　

　まだ、態変に出会ってない方へ。

　劇団態変を鑑賞するとお得なことがいっぱい。もったいな
いけど、その一端を紹介しますね。
お得その①：世界的にユニークで、芸術的に卓越したステー
ジライブ体験を誇りにできます。
お得その②：障害のある身体の美しさ独特の表現を、驚きつ
つ心から楽しむことができます。
お得その③： 30 年の劇団活動の記憶、継続したことの喜び
を人びとと一緒に共有できます。
お得その④：劇場ホールに出かけることで、社会の多様性に
気づき街歩きが嬉しくなります。
お得その⑤：世界には謎と希望、未知なる未来があることが
わかって、心が暖かくなります。

だけど、到底かなわないとカブトを脱がざるを得ない舞台
も存在する。劇団態変の舞台は、私にとってまさにその最
たるもので、私を打ちのめし、終演後も観客席から立てな
くさせてしまう。役者たちによるその身体表現を見よ！ そ
こには言語では決して伝えられないこの世のドラマがある。
歴史も国境もなにもかもを超えて飛翔するその身体に、生
命の悲哀と生きることの喜びが宿る。宇宙の真理をかいま
見せる瞬間がある。　
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辛淑玉 ( シン • スゴ )（のりこえねっと共同代表）　　　　

　態変とは「空」だ。

　頭が止まる。そう、固定観念がぶっ飛ばされるのだ。
そこには、評論家はいらない。人間には、言葉や理屈では
なく感じる力がある。
　そして問われるのだ、あなたは、どこにいますかと。あ
なたの中にどのような感情が湧き上がりますかと。そして、
見終わったあとに、リトマス試験紙にかけられた自分を発
見する。芸術、表現などという陳腐な言葉はそこにはいら
ない。

高橋源一郎（小説家）　

　「態変」を見る、という経験　　

　誰でも何かを見ている。その時、その「何か」について考
えることはあっても、「見る」ことについて考えることはな
い。だから、そのことについて訊ねられたら「わたしは××
を見た、そして、面白かった」とか「でも、つまらなかった」
というように答えるのである。ふつうは。だが、劇団「態変」
を見る時には、まったく違ったことが起こる。あるいは、違っ
た経験をするのである。
　舞台の上に、異形の者たちが現れる。彼らを初めて見る観
客は、思わず目をそむけたくなるだろう。だが、すぐに、い
ままで味わったことのない感覚を、視線を強引に奪われるよ
うな感覚を味わうはずだ。そして、こう思うに違いない。「見
るとは、なんと、恐ろしくも、新鮮な経験なんだ！」と。

田口ランディ（小説家）　　　　　　　　　　　　　　　　

　「人間という着ぐるみを着ている」と思う。このかぶりも
のを脱いだとき、わたしはいかなる《もの》なのだろうか。
劇団態変の舞台にはそういう「問い」がある。答えではなく
強烈な「問い」だ。
　以前に主宰者の金満里に「なぜ劇団なのか？」と訊ねたこ
とがあった。彼女は態変の舞台が舞踏やパフォーマンスとし
て評されることを嫌う。そのこだわりこそ態変が発する「問
い」の主体なのかもしれない。彼らは肉体を酷使し舞台に立
つ。彼らが演じているのは《あたりまえの人間》であり、身
体障害者によって演じられた《あたりまえの人間》を視ると
き、私は「人間という着ぐるみ」を着て生きている淋しさに
落ち込むのである。彼らの身体が《もの》として《語る》のは、
着ぐるみの中にいる《私》の《ものがたり》だからだろう。

「あんたはいつまでその着ぐるみを着てるの？」そう言われ
ている気がしてならない。

天鼓（ヴォイス・パフォーマー）　　　　　　　　　　　　

　態変の芝居にはクセがある。主宰者である金満里のみなら

ず役者やスタッフや態変を贔屓にするファンたちだってクセ
者ばかりである。日本中のクセ者が結集している。ひとクセ
もふたクセもみクセもあるというしつこさだ。ありえない。
態変の芝居は、どなたさまにも受けのいいどーでもいいファ
ミレスの味ではない。よって、一度食べると、しっかりはま
る。というよりそのとりこ、だわ。パワーのないのったりし
た味にはもう我慢できないっ、て気持ちになる。ねえ、もう
ウソで固めたおためごかしの疑似人生とはおさらばしましょ
うよ。態変の芝居が道案内してくれる。さて、始まり始まり
～！ほれ気をつけて。あんたの世界に風穴が開くよ。

中山千夏（作家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

情報誌「IMAJU」の愛読者なんです。
劇団態変の発信源。刺激的でものすごく面白い。
残念ながら公演はまだ観る機会がない。
前衛ボーカルのともだちから魅力的な噂を聞くのみ。
今に観る日を楽しみに・・・その日のために心身鍛えて。
ところであなた「IMAJU」読んでます？
まだなら、ぜひ。公演の感動が倍増すること疑いなし。
一冊 500 円。ぜったいおトクでっせ！

劇団態変は、旗揚げ以来多くの方の協力をいた
だき、活動を続けてまいりました。

30周年の節目に、これまでにご縁をいただいた
方々よりメッセージをお寄せ頂きました。　　
　　　　　　　　　　　　　（50音順・敬称略）

貫成人（舞踊批評家）

　スイス、ベルンのダンスフェスティバルで態変が「革命」と
評されたのは 1997 年のことだった。その態変が 30 周年を迎
える。この間、多くの者が去来したが、変わらないものもある。
社会や時代についての深い洞察に支えられた演出、「健常者」
には敵わない妖艶な身体、目標を一つにした多才な人びとの団
結、だ。その舞台を観る者は目から鱗が落ち、覚醒し、陶酔す
る。観客がアーティストを育てるとはよく聞くが、態変の観客
はアーティストに育てられた。かれらに恩返しできる時は今を
措いて他にない。

坂手洋二（燐光群 主宰）　　　　　　　　　　　　　　　

　劇団態変さんが三十周年だという。
　燐光群も昨年が三十周年だった。
　態変の新作「Over the Rainbow －虹の彼方に」は宇宙を
舞台にしているという。それは私が新作で久しぶりに「Ｓ
Ｆ」（……とも言える）に挑んでいることと、符合している
のか？！　
　エネルギーの塊にして繊細鋭敏、そして懐の深い、金満里
さん。集団と共にあるあり方を維持し、なお常に新しい突破
口を求めて模索する、あなたと集団の姿勢に、同時代を生き
ていると感じ、いつも励まされています。
　ジャンルや表現の枠を越え、時代や社会の抑圧に正面から
立ち向かう劇団態変さんの、新作。心から期待しています。
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畑律江（毎日新聞学芸部専門編集委員）　　　　　　　　　
　劇団態変の活動を初めて取材したのは、新聞社で医療や
福祉の問題を追いかけていたころのことだ。それから 10
年近くたって、今度は舞台芸術担当記者として態変に再会
した。劇団の名は同じだったが、メンバーそれぞれの顔が、
いつの間にか精悍な役者のそれになっていた。そしてその
舞台は、アートについての私の固定観念を根底から心地よ
く揺さぶってくれた。いい演劇とは一体何か、美しいダン
スとは一体どんなものなのか、と。
　劇団態変がここ大阪で活動していることが、大阪人とし
てうれしい。態変が生き生きと息づいている限り、私たち
の表現は自由だ、舞台芸術にはまだやれることがある—
そう思えるからである。

平田オリザ（劇作家）　

劇団態変は、文楽と並ぶ大阪の文化遺産であり、未来に向

けての文化資産です。

松本雄吉（維新派 主宰）　　　　　　　　　　　　　　　

重力への反抗。自明への反発。反逆する風景。反転するま
なざし。その舞台には表現を渇望する激しい身体がある。
かぎりなく、自由を求める強い意志がある。眼に見えて魂
が、転がっている。魂がおどる。魂が哄笑し、魂が咆哮する。
天賦の才、金満里と劇団態変の舞台という宇宙。

　　　　　　　　　　　　　　　

三木草子（シニア女性映画祭 主宰）　　　　　　　　　　　

　劇団態変が３０周年 !!!　それはカクメイの３０年だ。「態
変」を見れば私たちの持つ美意識と表現が革命を起こしてし
まう。起こった革命に「態変」はまた創造の変革をつきつける。
あたりまえはあたりまえではない。到達点は出発点だ。だか
らこその３０年。さて次は何を見せてくれるだろう。次が待
たれる「態変」だ。さあタイヘンだー !!!  

わかぎゑふ　（作家 • 演出家）　　　　　　　　　　　　　　

　金満里の舞踏について書くことはいつも同じ言葉だ。彼女

は、踊ることは空間を支配する力であると教えてくれる日本
でも数少ない舞踏家である。
　このことに気が付いて以来、私は時々町の中でも素晴らし
いダンサーを発見する悦びを覚えた。それは飽きることなく
空を見続けている少年だったり、公演にたたずむ初老の紳士
だったり、電車の中で眠りこける赤ん坊だったりするのだが、
共通しているのは「いつまでも見ていたくなる」「見ているこ
とが幸せである」という気持ちにさせてくれることだろう。
　劇団態変のメンバーが作り出す空間もまた同じ。どこにも
無い、しかし確かに目の前にある、見続けたいという本能を
掻き立てられる世界。
　劇場に足を一歩踏み入れたら、きっとあなたもその空気を
共有できるだろう。そして気が付けば自分も舞踏の作品の一
部になっている奇跡を味わうことになる。「そこに生き、生
かされる」それが態変の世界を体験する醍醐味だ。いや本来、
舞台芸術全てがそうでなくてはならないのだが、彼らが突出
しているので、私はいつも後を追いかけているように思う。
　平たく言おう。映画やテレビでは決して出来ない体験はし
た方が得ですよ！
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植木智　

　

　去年 5 月に稽古見学して、 パフォーマーそれぞれの身体表現に衝撃を受けた。 『ヴォイツェク』 で初

舞台。 …やってみて、 あるがままの自分の体に向かい、 動きを深く考えるようになった。 身体表現する

ことは楽しい！昔はプールや温泉に行きたくなかった。人前で義足を脱ぐことをしなかった。でも今はやっ

てみたい…自分もパフォーマー出来るかなって思えた。 金さんの 『寿ぎの宇宙』 は綺麗、 すごく感動し

た。 金さんの動きを観てて、身体から出る動きはたくさんの表情があるなと思った。 障害者とコミュニケー

ションする時、 集中して体を見るのは初めてで面白いと思った。 身体で表現する戸惑いはある。 …態変

を続けていくことで、 自分の気持ちを表現する動きが出来るようになりたい。 本番に向けての不安や緊

張…それも楽しんで、 自分でしか出来ない表現をして、 見る人に伝わればと稽古を積み重ねています。

　初めて観た舞台 『虎視眈眈』 の印象は…小泉さんの力強さとバランス感覚とか、 金さんの独特の動

きとか、 全部が 「違う」 って感じで凄いなぁと…。 自分は昔から劇創るのが好きで、 高校の時に脚本

書いたり、施設の時は寸劇やったりしてた。稽古見学の時、パフォーマーの演技を見て、自分やったらぁっ

て…やってみた。 台本読んで、 場面場面の気持ちや状況がわかるなぁって…自分の経験の中にあるも

のだったから、 すごく興味を持った。 またアクションが大好きで、 闘いのシーンがあるのに燃えた！　

　態変独特の動き… 「群舞」 とか、 「気」 は、 まだつかめてない…それをいかにつかむかで、 もう一歩

上に行けるんじゃないかと思う。 それは考えても仕方ないから、 とりあえず体に任そうと思う。 態変 30

周年記念に出演できることになって、すごく幸せです。 「Over the Rainbow」 は多様性を意味すると思う。

自分自身もトランスジェンダーで、 「虹」 はセクシャルマイノリティーのシンボルでもある。 多様性を超え

ることを一個の芸術にできる作品ではないかと思っている。 ぜひ観に来てください。

野村雅一（文化人類学者、国立民族学博物館名誉教授）　　

　はじめて金満里のダンスをみたのはたしか 1996 年伊丹。

大野一雄とのコラボレーションだった。フリルのような皺が
刻まれ静かに舞う大野の肉体は散ろうとする花だった。落花
は金満里になって地でまた咲き誇る…ようにみえた。生の
悲しみと歓び。それから月日を経て、いまわたしは、金満里
と劇団態変がはるか慶長年代に、京にあらわれ歌舞伎踊りを
踊った出雲のお国としてよみがえらないかとおもう。
 






